
政
令
第
三
百
七
十
号

特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
同
法
附
則

第
十
一
条
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

目
次第

一
章

関
係
政
令
の
整
備
（
第
一
条－

第
二
十
条
）

第
二
章

経
過
措
置
（
第
二
十
一
条－
第
二
十
四
条
）

附
則

第
一
章

関
係
政
令
の
整
備

（
特
許
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

特
許
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
第
五
章

特
許
料
の
減
免
等
（
第
十
四
条－

第
十
六
条
）

「
第
五
章

主

目
次
中

第
六
章

決
定
に
よ
り
特
許
出
願
と
み
な
さ
れ
る
国
際
出
願
に
係
る
特
例
（
第
十
七
条
）

を

第
六
章

特



第
七
章

証
明
等
の
制
限
等
（
第
十
八
条
・
第
十
九
条
）

」

第
七
章

決

張
の
制
限
に
係
る
審
決
（
第
十
三
条
の
四
）

許
料
の
減
免
等
（
第
十
四
条－

第
十
六
条
）

に
改
め
る
。

定
に
よ
り
特
許
出
願
と
み
な
さ
れ
る
国
際
出
願
に
係
る
特
例
（
第
十
七
条
）
」

第
七
章
を
削
る
。

第
十
七
条
の
表
第
百
八
十
四
条
の
十
二
第
一
項
の
項
中
「
第
百
八
十
四
条
の
十
二
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
百
八
十
四
条

の
十
二
の
二
」
を
、
「
第
百
八
十
四
条
の
四
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
四
項
」
を
加
え
、
同
表
第
百
八
十
四
条
の
十
七
の

項
中
「
第
百
八
十
四
条
の
四
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
四
項
」
を
加
え
、
同
表
第
百
八
十
四
条
の
十
五
第
四
項
の
項
中
「

第
百
八
十
四
条
の
四
第
四
項
」
を
「
第
百
八
十
四
条
の
四
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
六
章
を
第
七
章
と
す
る
。

第
十
四
条
の
見
出
し
を
「
（
資
力
を
考
慮
し
て
定
め
る
要
件
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
特
許
法
第
百
九
条
第
一
号

に
掲
げ
る
者
」
を
「
個
人
」
に
、
「
次
条
第
一
項
」
を
「
次
条
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
。
次
条
第
二
項
第
二
号
に
お
い
て

同
じ
」
を
削
り
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。



ニ

そ
の
事
業
に
対
す
る
事
業
税
が
課
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
（
非
居
住
者
に
あ
つ
て
は
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
所
得
の
合
計
額
が
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
額
に
満
た
な
い
こ
と
。
）
。

ホ

そ
の
事
業
を
開
始
し
た
日
以
後
十
年
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
。

第
十
四
条
第
二
号
中
「
特
許
法
第
百
九
条
第
二
号
に
掲
げ
る
者
」
を
「
法
人
」
に
、
「
次
条
第
一
項
」
を
「
次
条
」
に
、

「
イ
か
ら
ハ
ま
で
（
個
人
に
あ
つ
て
は
ロ
、
法
人
で
そ
の
設
立
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
確
定
申
告
書
（
法
人
税
法
（
昭

和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
二
条
第
三
十
一
号
に
規
定
す
る
確
定
申
告
書
を
い
う
。
）
又
は
連
結
確
定
申
告
書
（
法
人

税
法
第
二
条
第
三
十
二
号
に
規
定
す
る
連
結
確
定
申
告
書
を
い
う
。
）
を
提
出
す
べ
き
期
限
が
到
来
し
て
い
な
い
も
の
に
あ

つ
て
は
イ
及
び
ハ
）
の
」
を
「
次
の
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
（
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
居
住
者
（

次
条
第
三
項
第
二
号
に
お
い
て
「
居
住
者
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
事
業
税
）
」
及
び
「
非
居
住
者
に
あ
つ
て
は
経
済

産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
所
得
の
合
計
額
が
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
額
に
満
た
な
い
こ
と
、
」
を
削

り
、
「
（
次
条
第
三
項
に
お
い
て
「
外
国
法
人
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
」
を
「
に
あ
つ
て
は
、
」
に
改
め
、
「
な
い
こ

と
。
）
」
の
下
に
「
又
は
そ
の
設
立
の
日
以
後
十
年
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
」
を
加
え
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
申
請
書
を
」
を
「
申
請
書
に
、
前
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
を
証



す
る
書
面
と
し
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
を
添
付
し
て
、
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
番
号
」
の
下
に
「
又
は
当

該
特
許
番
号
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
る
。

第
十
六
条
を
削
る
。

第
十
五
条
の
二
の
見
出
し
中
「
免
除
又
は
猶
予
」
を
「
減
免
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る

」
を
「
に
つ
い
て
は
免
除
し
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
第
四
年
か
ら
第
十
年
ま
で
の
各
年
分
の
特
許
料
に
つ
い
て
は
そ
の
金
額

の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
軽
減
す
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
四
条
第
一
号
ハ
」
の
下
に
「
、

ニ
若
し
く
は
ホ
」
を
加
え
、
「
第
三
年
」
を
「
第
十
年
」
に
、
「
納
付
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
を
「
金
額
の
二
分
の

一
に
相
当
す
る
額
を
軽
減
す
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
第
五
章
中
同
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
五
章
を
第
六
章
と
し
、
第
四
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
五
章

主
張
の
制
限
に
係
る
審
決

第
十
三
条
の
四

特
許
法
第
百
四
条
の
四
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
審
決
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
当
該
各
号
に
定
め
る
審
決
と
す
る
。

一

特
許
法
第
百
四
条
の
四
に
規
定
す
る
訴
訟
の
確
定
し
た
終
局
判
決
が
当
該
特
許
権
者
、
専
用
実
施
権
者
又
は
補
償
金



の
支
払
の
請
求
を
し
た
者
の
勝
訴
の
判
決
で
あ
る
場
合

当
該
訴
訟
に
お
い
て
立
証
さ
れ
た
事
実
以
外
の
事
実
を
根
拠

と
し
て
当
該
特
許
が
特
許
無
効
審
判
に
よ
り
無
効
に
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
審
決

二

特
許
法
第
百
四
条
の
四
に
規
定
す
る
訴
訟
の
確
定
し
た
終
局
判
決
が
当
該
特
許
権
者
、
専
用
実
施
権
者
又
は
補
償
金

の
支
払
の
請
求
を
し
た
者
の
敗
訴
の
判
決
で
あ
る
場
合

当
該
訴
訟
に
お
い
て
立
証
さ
れ
た
事
実
を
根
拠
と
し
て
当
該

特
許
が
特
許
無
効
審
判
に
よ
り
無
効
に
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
審
決

（
実
用
新
案
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

実
用
新
案
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
表
法
第
四
十
八
条
の
十
第
一
項
の
項
中
「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
改
め
、
同
表
法
第
四
十
八
条
の
十
第
四
項

の
項
中
「
第
四
十
八
条
の
四
第
四
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
四
第
六
項
」
に
改
め
、
同
表
法
第
四
十
八
条
の
十
二
の
項
中
「

同
条
第
四
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
表
法
第
四
十
八
条
の
十
三
の
項
中
「
第
四
十
八
条
の
四
第
四
項
」
を
「
第

四
十
八
条
の
四
第
六
項
」
に
改
め
、
同
表
特
許
法
第
百
八
十
四
条
の
十
二
第
一
項
の
項
中
「
第
百
八
十
四
条
の
四
第
一
項
」

の
下
に
「
又
は
第
四
項
」
を
加
え
る
。

第
四
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



４

特
許
法
施
行
令
第
十
三
条
の
四
（
主
張
の
制
限
に
係
る
審
決
）
の
規
定
は
、
実
用
新
案
権
又
は
専
用
実
施
権
の
侵
害
に

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
定
め
る
審
決
」
と
あ
る
の
は
「
定
め
る
訂
正
」
と
、
同
条
各
号
中
「
審
決

」
と
あ
る
の
は
「
実
用
新
案
法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
又
は
第
七
項
の
訂
正
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
令
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
実
用
新
案
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
百
三

十
三
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
令
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
実
用
新
案
法
施
行
令
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
三

年
政
令
第

号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
許
法
施
行
令
第
十
三
条
の
四
（
主
張
の
制
限
に
係
る
審
決
）

の
規
定
は
、
実
用
新
案
法
第
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
権
を
行
使
す
る
場
合
に
準
用
す
る
。

（
特
許
法
等
関
係
手
数
料
令
の
一
部
改
正
）



第
四
条

特
許
法
等
関
係
手
数
料
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
の
表
第
四
号
中
「
特
許
法
第
百
八
十
六
条
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ

て
は
千
五
百
五
十
円
、
」
を
削
り
、
「
千
百
円
」
を
「
、
千
百
円
」
に
改
め
、
同
表
第
五
号
中
「
（
特
許
法
第
百
八
十
六
条

第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
六
百
二
十
円
）
」
及
び
「
（
特
許
法
第
百
八
十
六
条

第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
千
六
百
五
十
円
）
」
を
削
り
、
同
表
第
六
号
中
「
（

特
許
法
第
百
八
十
六
条
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
六
百
円
）
」
及
び
「
（
特
許

法
第
百
八
十
六
条
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
千
七
百
五
十
円
）
」
を
削
り
、
同

表
第
七
号
中
「
特
許
法
第
百
八
十
六
条
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
千
四
百
円
、
」

を
削
り
、
「
八
百
円
」
を
「
、
八
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
の
表
第
十
三
号
中
「
（
そ
の
訂
正
の
請
求
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
特
許
法
第
百
三
十
四
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
訂
正
審
判
の
請
求
が
取
り
下
げ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る

場
合
を
除
く
。
）
」
を
削
る
。

第
一
条
の
二
の
見
出
し
を
「
（
資
力
を
考
慮
し
て
定
め
る
要
件
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
特
許
法
第
百
九
十
五
条

の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
者
」
を
「
個
人
」
に
、
「
次
条
第
一
項
」
を
「
次
条
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
。
次
条
第
二
項
第
二



号
に
お
い
て
同
じ
」
を
削
り
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

そ
の
事
業
に
対
す
る
事
業
税
が
課
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
（
非
居
住
者
に
あ
つ
て
は
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
所
得
の
合
計
額
が
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
額
に
満
た
な
い
こ
と
。
）
。

ホ

そ
の
事
業
を
開
始
し
た
日
以
後
十
年
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
。

第
一
条
の
二
第
二
号
中
「
特
許
法
第
百
九
十
五
条
の
二
第
二
号
に
掲
げ
る
者
」
を
「
法
人
」
に
、
「
次
条
第
一
項
」
を
「

次
条
」
に
、
「
イ
か
ら
ハ
ま
で
（
個
人
に
あ
つ
て
は
ロ
、
法
人
で
そ
の
設
立
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
確
定
申
告
書
（
法

人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
二
条
第
三
十
一
号
に
規
定
す
る
確
定
申
告
書
を
い
う
。
）
又
は
連
結
確
定
申

告
書
（
法
人
税
法
第
二
条
第
三
十
二
号
に
規
定
す
る
連
結
確
定
申
告
書
を
い
う
。
）
を
提
出
す
べ
き
期
限
が
到
来
し
て
い
な

い
も
の
に
あ
つ
て
は
イ
及
び
ハ
）
の
」
を
「
次
の
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
（
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す

る
居
住
者
（
次
条
第
三
項
第
二
号
に
お
い
て
「
居
住
者
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
事
業
税
）
」
及
び
「
非
居
住
者
に
あ

つ
て
は
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
所
得
の
合
計
額
が
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
額
に
満
た
な
い
こ

と
、
」
を
削
り
、
「
（
次
条
第
三
項
に
お
い
て
「
外
国
法
人
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
」
を
「
に
あ
つ
て
は
、
」
に
改
め

、
「
な
い
こ
と
。
）
」
の
下
に
「
又
は
そ
の
設
立
の
日
以
後
十
年
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
」
を
加
え
る
。



第
一
条
の
三
第
一
項
中
「
申
請
書
を
」
を
「
申
請
書
に
、
前
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
を

証
す
る
書
面
と
し
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
を
添
付
し
て
、
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
四
号
を
同

項
第
三
号
と
し
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
る
。

第
一
条
の
四
第
一
項
中
「
こ
と
が
で
き
る
」
を
「
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
一
条
の
二
第
一
号
ハ
」

の
下
に
「
、
ニ
若
し
く
は
ホ
」
を
加
え
、
「
こ
と
が
で
き
る
」
を
「
も
の
と
す
る
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
の
表
第
四
号
中
「
実
用
新
案
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
特
許
法
第
百
八
十

六
条
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
千
五
百
五
十
円
、
」
を
削
り
、
「
千
百
円
」
を
「

、
千
百
円
」
に
改
め
、
同
表
第
五
号
中
「
（
実
用
新
案
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
特
許
法
第

百
八
十
六
条
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
六
百
二
十
円
）
」
及
び
「
（
実
用
新
案

法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
特
許
法
第
百
八
十
六
条
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該

当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
千
六
百
五
十
円
）
」
を
削
り
、
同
表
第
六
号
中
「
（
実
用
新
案
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
お
い

て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
特
許
法
第
百
八
十
六
条
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
六

百
円
）
」
及
び
「
（
実
用
新
案
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
特
許
法
第
百
八
十
六
条
第
三
項
た



だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
千
七
百
五
十
円
）
」
を
削
り
、
同
表
第
七
号
中
「
実
用
新
案
法

第
五
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
特
許
法
第
百
八
十
六
条
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当

す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
千
四
百
円
、
」
を
削
り
、
「
八
百
円
」
を
「
、
八
百
円
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
の
表
第
三
号
中
「
工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
三
項
お
い
て
準
用

す
る
特
許
法
第
百
八
十
六
条
第
三
項
た
だ
し
書
（
実
用
新
案
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
千
百
円
、
」
を
削
り
、
「
六
百
円
」
を
「
、
六
百
円
」
に
改

め
、
同
表
第
四
号
中
「
工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許

法
第
百
八
十
六
条
第
三
項
た
だ
し
書
（
実
用
新
案
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
千
五
百
五
十
円
、
」
を
削
り
、
「
千
円
」
を
「
、
千
円
」
に
改
め
る
。

（
特
許
登
録
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

特
許
登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
第
二
節

特
許
権
に
関
す
る
手
続
（
第
四
十
三
条
）

目
次
中

第
三
節

専
用
実
施
権
及
び
通
常
実
施
権
に
関
す
る
手
続
（
第
四
十
四
条
・
第
四
十
五
条
）



第
三
節
の
二

仮
専
用
実
施
権
及
び
仮
通
常
実
施
権
に
関
す
る
手
続
（
第
四
十
五
条
の
二－

第
四
十
五
条
の
四

「
第
二
節

専
用
実
施
権
に
関
す
る
手
続
（
第
四
十
三
条
）

を

に
、
「
第
七
十
条
」
を
「
第
六
十

第
三
節

仮
専
用
実
施
権
に
関
す
る
手
続
（
第
四
十
四
条
・
第
四
十
五
条
）
」

）
」

九
条
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
二
号
中
「
、
専
用
実
施
権
若
し
く
は
通
常
実
施
権
」
を
「
若
し
く
は
専
用
実
施
権
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中

「
若
し
く
は
仮
通
常
実
施
権
」
を
削
る
。

第
三
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

特
許
法
第
七
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
と
き
。

第
三
条
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を
第
四
号
と
す
る
。

第
四
条
第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
五
条
第
二
号
中
「
又
は
登
録
さ
れ
た
仮
通
常
実
施
権
」
を
削
る
。

第
十
二
条
第
二
項
中
「
又
は
登
録
さ
れ
た
仮
通
常
実
施
権
」
及
び
「
又
は
仮
通
常
実
施
権
」
を
削
る
。

第
十
六
条
第
四
号
を
削
り
、
同
条
第
五
号
中
「
、
通
常
実
施
権
」
及
び
「
、
仮
通
常
実
施
権
」
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第



四
号
と
し
、
同
条
第
六
号
中
「
又
は
通
常
実
施
権
」
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
中
第
七
号
を
削
り
、
第
八

号
を
第
六
号
と
し
、
第
九
号
を
削
り
、
同
条
第
十
号
中
「
又
は
登
録
さ
れ
た
仮
通
常
実
施
権
」
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
七

号
と
し
、
同
条
第
十
一
号
中
「
又
は
同
法
第
三
十
四
条
の
三
第
七
項
若
し
く
は
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
仮
通
常
実
施
権
の
消

滅
」
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
中
第
十
二
号
を
第
九
号
と
し
、
第
十
三
号
を
第
十
号
と
す
る
。

第
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
七
条

削
除

第
二
十
五
条
中
「
第
三
号
」
を
「
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条

削
除

第
二
十
七
条
中
「
特
許
法
第
八
十
三
条
第
二
項
、
第
九
十
条
第
一
項
（
同
法
第
九
十
二
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
九
十
二
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
請
求
が
あ
つ
た
と
き
、
裁
定
若
し
く
は
そ
の
取
消
し
に

つ
い
て
の
異
議
申
立
て
が
あ
つ
た
と
き
、
又
は
第
三
条
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
」
を
「
第
三
条
第
三
号
又
は
第
四
号
」
に

改
め
る
。



第
二
十
八
条
第
一
号
並
び
に
第
三
十
八
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
六
号
中
「
又
は
仮
通
常
実
施
権
」
を
削
る
。

第
三
章
第
二
節
を
削
る
。

第
三
章
第
三
節
の
節
名
中
「
及
び
通
常
実
施
権
」
を
削
る
。

第
四
十
四
条
の
見
出
し
を
削
り
、
第
三
章
第
三
節
中
同
条
を
第
四
十
三
条
と
し
、
第
四
十
五
条
を
削
り
、
同
節
を
同
章
第

二
節
と
す
る
。

第
三
章
第
三
節
の
二
の
節
名
中
「
及
び
仮
通
常
実
施
権
」
を
削
る
。

第
三
章
第
三
節
の
二
中
第
四
十
五
条
の
二
を
第
四
十
四
条
と
し
、
第
四
十
五
条
の
三
を
削
る
。

第
四
十
五
条
の
四
中
「
又
は
登
録
さ
れ
た
仮
通
常
実
施
権
」
を
削
り
、
同
条
を
第
四
十
五
条
と
し
、
第
三
章
第
三
節
の
二

を
同
章
第
三
節
と
す
る
。

第
五
十
四
条
第
一
項
中
「
第
三
号
」
を
「
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

特
許
庁
長
官
は
、
第
三
条
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
請
求
に
つ
い
て
、
請
求
書
を
却
下
し
た
決
定
が
確
定
し
た
と

き
、
請
求
を
却
下
し
、
若
し
く
は
請
求
を
理
由
が
な
い
と
し
た
審
決
が
確
定
し
た
と
き
、
又
は
請
求
の
取
下
げ
が
あ
つ
た

と
き
は
、
職
権
で
予
告
登
録
の
抹
消
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



第
五
十
四
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
前
三
項
」
を
「
前
二
項
」
に
、
「
の
抹
消
」
を
「
の
抹
消
」
に
、
「
抹

ま
つ

ま
つ

消
し
な
け
れ
ば
」
を
「
抹
消
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

第
五
十
五
条
の
四
第
一
項
中
「
若
し
く
は
通
常
実
施
権
」
を
削
り
、
「
こ
れ
ら
の
権
利
」
を
「
こ
れ
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
中
「
又
は
仮
通
常
実
施
権
」
を
削
る
。

第
七
十
条
を
削
る
。

（
実
用
新
案
登
録
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

実
用
新
案
登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
同
令
第
三
条
第
三
号
中
「
特
許
法
第
百
八
十
三
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
実
用
新
案
法
第
四
十
八
条
第
一

項
」
と
、
同
条
第
四
号
」
を
「
同
令
第
三
条
第
二
号
中
「
特
許
法
第
七
十
四
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
実
用
新
案
法
第
十

七
条
の
二
第
一
項
」
と
、
同
条
第
三
号
」
に
改
め
、
「
又
は
登
録
さ
れ
た
仮
通
常
実
施
権
」
を
削
る
。

第
六
条
第
四
号
中
「
、
通
常
実
施
権
」
を
削
り
、
同
条
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
を
第
六
号

と
す
る
。

第
七
条
中
「
、
第
十
七
条
」
を
「
、
第
十
八
条
」
に
改
め
、
「
、
第
二
十
三
条
」
の
下
に
「
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
、
第



二
十
七
条
」
を
加
え
、
「
第
四
十
五
条
」
を
「
第
四
十
三
条
」
に
、
「
第
七
十
条
」
を
「
第
六
十
九
条
」
に
改
め
、
「
、
同

令
第
十
七
条
中
「
特
許
法
第
九
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
実
用
新
案
法
第
二
十
三
条
第
二
項
」
と
」
、
「
、
同
令
第

二
十
六
条
中
「
特
許
法
第
九
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
実
用
新
案
法
第
二
十
三
条
第
二
項
」
と
、
「
同
条
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
九
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
実
用
新
案
法
第
二
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
法

第
九
十
条
第
一
項
」
と
、
同
令
第
二
十
七
条
中
「
特
許
法
第
八
十
三
条
第
二
項
、
第
九
十
条
第
一
項
（
同
法
第
九
十
二
条
第

七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
九
十
二
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
実
用
新
案

法
第
二
十
一
条
第
二
項
若
し
く
は
第
二
十
二
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
若
し
く
は
同
法
第
二
十
一
条
第
三
項
若
し
く
は
第

二
十
二
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
法
第
九
十
条
第
一
項
」
と
」
、
「
又
は
仮
通
常
実
施
権
」
、
「
、
同
令
第
四
十

三
条
中
「
特
許
法
第
九
十
二
条
第
三
項
又
は
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
実
用
新
案
法
第
二
十
二
条
第
三
項
又
は
第
四
項
」
と

」
及
び
「
、
同
令
第
五
十
四
条
第
二
項
中
「
特
許
法
第
九
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
実
用
新
案
法
第
二
十
三
条
第
二

項
」
と
、
「
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
九
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
実
用
新
案
法
第
二
十
三
条
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
法
第
九
十
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
特
許
法
第
八
十
三
条
第
二
項
、
第
九
十
条
第
一
項

（
同
法
第
九
十
二
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
九
十
二
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
」
と



あ
る
の
は
「
実
用
新
案
法
第
二
十
一
条
第
二
項
若
し
く
は
第
二
十
二
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
若
し
く
は
同
法
第
二
十
一

条
第
三
項
若
し
く
は
第
二
十
二
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
法
第
九
十
条
第
一
項
」
と
」
を
削
る
。

（
意
匠
登
録
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

意
匠
登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
同
令
第
三
条
第
三
号
中
「
特
許
法
第
百
八
十
三
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
意
匠
法
第
六
十
条
第
一
項
」
と

、
同
条
第
四
号
」
を
「
同
令
第
三
条
第
二
号
中
「
特
許
法
第
七
十
四
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
意
匠
法
第
二
十
六
条
の
二

第
一
項
」
と
、
同
条
第
三
号
」
に
改
め
、
「
又
は
登
録
さ
れ
た
仮
通
常
実
施
権
」
を
削
る
。

第
六
条
第
二
号
中
「
、
通
常
実
施
権
」
を
削
り
、
同
条
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を
第
四
号

と
す
る
。

第
七
条
中
「
第
四
十
五
条
」
を
「
第
四
十
三
条
」
に
改
め
、
「
第
五
十
三
条
ま
で
、
第
五
十
四
条
（
第
二
項
を
除
く
。
）

、
第
五
十
五
条
か
ら
」
を
削
り
、
「
第
七
十
条
」
を
「
第
六
十
九
条
」
に
改
め
、
「
、
同
令
第
二
十
七
条
中
「
特
許
法
第
八

十
三
条
第
二
項
、
第
九
十
条
第
一
項
（
同
法
第
九
十
二
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
九
十

二
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
請
求
が
あ
つ
た
と
き
、
裁
定
若
し
く
は
そ
の
取
消
し
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
が
あ
つ
た



と
き
、
又
は
第
三
条
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
裁
定
若
し
く
は
そ
の
取
消
し
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
が
あ
つ
た
と
き
、
又

は
第
三
条
第
二
号
、
第
四
号
」
と
」
、
「
又
は
仮
通
常
実
施
権
」
、
「
、
同
令
第
四
十
三
条
中
「
特
許
法
第
九
十
二
条
第
三

項
又
は
第
四
項
の
裁
定
に
よ
る
通
常
実
施
権
が
あ
る
と
き
は
、
同
時
に
そ
の
通
常
実
施
権
」
と
あ
る
の
は
「
本
意
匠
若
し
く

は
関
連
意
匠
の
意
匠
権
又
は
意
匠
法
第
三
十
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
裁
定
に
よ
る
通
常
実
施
権
が
あ
る
と
き
は
、

同
時
に
そ
の
本
意
匠
若
し
く
は
関
連
意
匠
の
意
匠
権
又
は
通
常
実
施
権
」
と
」
及
び
「
、
同
令
第
五
十
四
条
第
三
項
中
「
特

許
法
第
八
十
三
条
第
二
項
、
第
九
十
条
第
一
項
（
同
法
第
九
十
二
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く

は
第
九
十
二
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
請
求
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
条
第
二
号
に
掲
げ
る
請
求
」
と
」
を
削
る
。

（
商
標
登
録
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

商
標
登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
場
合
に
お
い
て
」
の
下
に
「
、
同
令
第
二
条
第
二
号
中
「
若
し
く
は
専
用
実
施
権
」
と
あ
る
の
は
「
、
専
用

使
用
権
若
し
く
は
通
常
使
用
権
」
と
」
を
加
え
、
「
又
は
登
録
さ
れ
た
仮
通
常
実
施
権
」
を
削
る
。

第
九
条
の
五
を
第
九
条
の
六
と
し
、
第
九
条
の
二
か
ら
第
九
条
の
四
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
九
条
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。



（
通
常
使
用
権
の
設
定
等
の
登
録
の
申
請
）

第
九
条
の
二

通
常
使
用
権
の
設
定
の
登
録
を
申
請
す
る
と
き
は
、
申
請
書
に
設
定
す
べ
き
通
常
使
用
権
の
範
囲
を
記
載
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

通
常
使
用
権
の
保
存
又
は
移
転
の
登
録
を
申
請
す
る
と
き
は
、
申
請
書
に
保
存
又
は
移
転
す
べ
き
通
常
使
用
権
の
範
囲

を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
条
中
「
第
四
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
第
四
十
三
条
第
一
項
及
び
第

二
項
」
に
改
め
、
「
又
は
仮
通
常
実
施
権
」
を
削
り
、
「
第
三
十
四
条
第
一
項
」
と
」
の
下
に
「
、
同
令
第
五
十
五
条
の
四

第
一
項
中
「
又
は
こ
れ
を
目
的
と
す
る
質
権
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
通
常
使
用
権
又
は
こ
れ
ら
の
権
利
を
目
的
と
す
る

質
権
」
と
」
を
加
え
る
。

（
特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
国
際
出
願
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
国
際
出
願
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
三
年
政
令
第
二
百
九
十
一
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
ご
と
に
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
」
を
「
一
件
に
つ
き
千
四
百
円
」
に
改
め



、
同
項
各
号
を
削
り
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
二
万
千
円
」
を
「
一
万
五
千
円
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
七
万
八
千
円
」
を
「
六
万
円
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条

第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
第
十
八
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
ご
と
に
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

一

特
許
庁
が
国
際
調
査
を
す
る
国
際
出
願
を
す
る
者

一
件
に
つ
き
八
万
円

二

特
許
庁
以
外
の
千
九
百
七
十
年
六
月
十
九
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
作
成
さ
れ
た
特
許
協
力
条
約
に
規
定
す
る
国
際
調
査

機
関
が
国
際
調
査
を
す
る
国
際
出
願
を
す
る
者

一
件
に
つ
き
一
万
円

三

国
際
予
備
審
査
の
請
求
を
す
る
者

一
件
に
つ
き
二
万
六
千
円

（
特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
を
定
め
る
政
令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
百
三
十
二
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
平
成
十
五
年
法
」
を
「
特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
」
に
改

め
、
「
旧
実
用
新
案
法
」
と
い
う
。
）
」
の
下
に
「
第
五
十
三
条
第
二
項
」
を
加
え
、
「
こ
れ
ら
の
規
定
の
う
ち
次
の
表
の



上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
」
を
「
同
項
中
「
準
用

す
る
。
」
と
あ
る
の
は
、
「
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
六
号
中
「
確
定
審
決
」
と
あ
る
の
は
、
「
確
定
審

決
（
実
用
新
案
法
第
三
十
七
条
第
一
項
、
第
三
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
十
八
条
の
十
二
第
一
項
の
審
判
又
は
そ
の
確

定
審
決
に
対
す
る
再
審
に
お
い
て
明
細
書
又
は
図
面
の
訂
正
が
さ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
審
判
又
は
再
審
の
確
定
審
決
並

び
に
訂
正
し
た
明
細
書
に
記
載
し
た
事
項
及
び
図
面
の
内
容
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
」
と
」
に
改
め
、
同
条
の

表
を
削
る
。

（
特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

附
則
第
二
条
第
二
項
中
「
（
そ
の
訂
正
の
請
求
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
用
新
案
法
第
四
十
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
基

づ
き
同
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
審
判
の
請
求
が
取
り
下
げ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
削
る
。

（
大
学
等
に
お
け
る
技
術
に
関
す
る
研
究
成
果
の
民
間
事
業
者
へ
の
移
転
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

大
学
等
に
お
け
る
技
術
に
関
す
る
研
究
成
果
の
民
間
事
業
者
へ
の
移
転
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十



年
政
令
第
二
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
中
「
番
号
」
の
下
に
「
又
は
当
該
特
許
番
号
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
特
許
出
願
」
の
下

に
「
又
は
当
該
特
許
権
」
を
加
え
る
。

第
十
二
条
中
「
第
三
年
」
を
「
第
十
年
」
に
改
め
る
。

（
産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
一
年
政
令
第
二
百
五
十
八
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
第
二
号
中
「
番
号
」
の
下
に
「
又
は
当
該
特
許
番
号
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
特
許
出
願
」
の

下
に
「
又
は
当
該
特
許
権
」
を
加
え
る
。

第
二
十
七
条
中
「
第
三
年
」
を
「
第
十
年
」
に
改
め
る
。

（
産
業
技
術
力
強
化
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

産
業
技
術
力
強
化
法
施
行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
三
項
第
四
号
中
「
第
六
条
第
二
号
ロ
」
を
「
第
六
条
第
二
号
及
び
第
三
号
」
に
改
め
る
。



第
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
中
「
番
号
」
の
下
に
「
又
は
当
該
特
許
番
号
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
法
第
十
七
条
第

一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
」
を
「
前
条
第
一
号
、
第
二
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
、
第
三
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
、
第
四
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で

又
は
第
五
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
規
定
す
る
者
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
が
前

項
の
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
申
請
に
係
る
特
許
発
明
が
職
務
発
明
（
特
許
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二

十
一
号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
務
発
明
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
」
を
「
前
項
の
申
請
書
に
は
、
前

条
第
一
号
、
第
二
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
、
第
三
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
、
第
四
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
又
は
第
五
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
規

定
す
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
を
削
り
、
同
条
を
第
一
条
の
三
と
し
、

第
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
産
業
技
術
力
の
強
化
を
図
る
た
め
特
に
必
要
な
者
）

第
一
条
の
二

法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

一

法
第
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
特
許
発
明
又
は
発
明
（
い
ず
れ
も
職
務
発
明
（
特
許

法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
務
発
明
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に



限
る
。
）
の
発
明
者

二

法
第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
（
以
下
「
大
学
等
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
者

イ

そ
の
特
許
発
明
又
は
発
明
が
大
学
等
研
究
者
（
法
第
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
大
学
等
研
究
者
を
い
う

。
以
下
同
じ
。
）
が
し
た
職
務
発
明
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
許
発
明
又
は
発
明
に
係
る
特
許
権
又
は
特
許

を
受
け
る
権
利
を
承
継
し
た
当
該
大
学
等

ロ

そ
の
特
許
発
明
又
は
発
明
が
大
学
等
研
究
者
、
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
研
究
者
（
法
第
十
七
条
第
一
項
第
三
号

に
規
定
す
る
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
（
以
下
「
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
」
と
い
う
。
）
の
役
員
又
は
そ
の
職
員

の
う
ち
専
ら
研
究
に
従
事
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者
（
同
項
第
四
号
に
規
定

す
る
公
設
試
験
研
究
機
関
（
以
下
「
公
設
試
験
研
究
機
関
」
と
い
う
。
）
の
長
又
は
そ
の
職
員
の
う
ち
専
ら
研
究
に

従
事
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
（
同
項
第
五
号
に
規
定
す
る
試

験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
（
以
下
「
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
」
と
い
う
。
）
の
役
員
又
は
そ
の
職
員
の
う

ち
専
ら
研
究
に
従
事
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
し
た
職
務
発
明
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
大
学
等
研



究
者
が
当
該
大
学
等
以
外
の
大
学
等
に
、
又
は
当
該
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
研
究
者
、
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究

者
若
し
く
は
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
が
大
学
等
に
転
職
し
て
い
る
と
き
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
者
が

大
学
等
研
究
者
と
し
て
現
在
所
属
す
る
大
学
等
が
当
該
特
許
発
明
又
は
発
明
に
係
る
特
許
権
又
は
特
許
を
受
け
る
権

利
を
承
継
し
た
と
き
は
、
当
該
現
在
所
属
す
る
大
学
等

ハ

そ
の
特
許
発
明
又
は
発
明
が
大
学
等
研
究
者
と
当
該
者
以
外
の
者
と
の
共
同
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
（
当

該
特
許
発
明
又
は
発
明
が
当
該
大
学
等
研
究
者
に
つ
い
て
職
務
発
明
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
当
該
特

許
発
明
又
は
発
明
に
係
る
特
許
権
又
は
特
許
を
受
け
る
権
利
を
承
継
し
た
当
該
大
学
等

ニ

そ
の
特
許
発
明
又
は
発
明
が
大
学
等
研
究
者
、
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
研
究
者
、
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者

又
は
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
と
当
該
者
以
外
の
者
と
の
共
同
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
（
当
該

特
許
発
明
又
は
発
明
が
当
該
大
学
等
研
究
者
、
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
研
究
者
、
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者
又

は
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
に
つ
い
て
職
務
発
明
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
当
該
大
学
等

研
究
者
が
当
該
大
学
等
以
外
の
大
学
等
に
、
又
は
当
該
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
研
究
者
、
公
設
試
験
研
究
機
関
研

究
者
若
し
く
は
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
が
大
学
等
に
転
職
し
て
い
る
と
き
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
者



が
大
学
等
研
究
者
と
し
て
現
在
所
属
す
る
大
学
等
が
当
該
特
許
発
明
又
は
発
明
に
係
る
特
許
権
又
は
特
許
を
受
け
る

権
利
を
承
継
し
た
と
き
は
、
当
該
現
在
所
属
す
る
大
学
等

ホ

そ
の
特
許
発
明
又
は
発
明
と
大
学
等
研
究
者
が
し
た
職
務
発
明
と
の
間
に
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
密
接
な
関
係

が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
許
発
明
又
は
発
明
に
係
る
特
許
権
又
は
特
許
を
受
け
る
権
利
を
承
継
し
た
当
該
大

学
等

ヘ

そ
の
特
許
発
明
又
は
発
明
と
大
学
等
研
究
者
、
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
研
究
者
、
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者

又
は
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
が
し
た
職
務
発
明
と
の
間
に
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
密
接
な
関
係
が

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
大
学
等
研
究
者
が
当
該
大
学
等
以
外
の
大
学
等
に
、
又
は
当
該
試
験
研
究
独
立
行
政
法

人
研
究
者
、
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者
若
し
く
は
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
が
大
学
等
に
転
職
し
て

い
る
と
き
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
者
が
大
学
等
研
究
者
と
し
て
現
在
所
属
す
る
大
学
等
が
当
該
特
許
発
明
又
は
発
明

に
係
る
特
許
権
又
は
特
許
を
受
け
る
権
利
を
承
継
し
た
と
き
は
、
当
該
現
在
所
属
す
る
大
学
等

三

法
第
十
七
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

イ

そ
の
特
許
発
明
又
は
発
明
が
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
研
究
者
が
し
た
職
務
発
明
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該



特
許
発
明
又
は
発
明
に
係
る
特
許
権
又
は
特
許
を
受
け
る
権
利
を
承
継
し
た
当
該
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人

ロ

そ
の
特
許
発
明
又
は
発
明
が
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
研
究
者
、
大
学
等
研
究
者
、
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者

又
は
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
が
し
た
職
務
発
明
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
試
験
研
究
独
立
行
政

法
人
研
究
者
が
当
該
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
以
外
の
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
に
、
又
は
当
該
大
学
等
研
究
者
、

公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者
若
し
く
は
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
が
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
に
転
職

し
て
い
る
と
き
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
者
が
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
研
究
者
と
し
て
現
在
所
属
す
る
試
験
研
究
独

立
行
政
法
人
が
当
該
特
許
発
明
又
は
発
明
に
係
る
特
許
権
又
は
特
許
を
受
け
る
権
利
を
承
継
し
た
と
き
は
、
当
該
現

在
所
属
す
る
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人

ハ

そ
の
特
許
発
明
又
は
発
明
が
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
研
究
者
と
当
該
者
以
外
の
者
と
の
共
同
で
行
わ
れ
た
も
の

で
あ
る
場
合
（
当
該
特
許
発
明
又
は
発
明
が
当
該
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
研
究
者
に
つ
い
て
職
務
発
明
で
あ
る
場

合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
当
該
特
許
発
明
又
は
発
明
に
係
る
特
許
権
又
は
特
許
を
受
け
る
権
利
を
承
継
し
た
当
該

試
験
研
究
独
立
行
政
法
人

ニ

そ
の
特
許
発
明
又
は
発
明
が
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
研
究
者
、
大
学
等
研
究
者
、
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者



又
は
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
と
当
該
者
以
外
の
者
と
の
共
同
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
（
当
該

特
許
発
明
又
は
発
明
が
当
該
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
研
究
者
、
大
学
等
研
究
者
、
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者
又

は
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
に
つ
い
て
職
務
発
明
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
当
該
試
験
研

究
独
立
行
政
法
人
研
究
者
が
当
該
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
以
外
の
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
に
、
又
は
当
該
大
学

等
研
究
者
、
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者
若
し
く
は
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
が
試
験
研
究
独
立
行
政

法
人
に
転
職
し
て
い
る
と
き
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
者
が
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
研
究
者
と
し
て
現
在
所
属
す
る

試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
が
当
該
特
許
発
明
又
は
発
明
に
係
る
特
許
権
又
は
特
許
を
受
け
る
権
利
を
承
継
し
た
と
き

は
、
当
該
現
在
所
属
す
る
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人

ホ

そ
の
特
許
発
明
又
は
発
明
と
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
研
究
者
が
し
た
職
務
発
明
と
の
間
に
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
密
接
な
関
係
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
許
発
明
又
は
発
明
に
係
る
特
許
権
又
は
特
許
を
受
け
る
権
利
を

承
継
し
た
当
該
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人

ヘ

そ
の
特
許
発
明
又
は
発
明
と
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
研
究
者
、
大
学
等
研
究
者
、
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者

又
は
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
が
し
た
職
務
発
明
と
の
間
に
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
密
接
な
関
係
が



あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
研
究
者
が
当
該
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
以
外
の
試
験
研
究

独
立
行
政
法
人
に
、
又
は
当
該
大
学
等
研
究
者
、
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者
若
し
く
は
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政

法
人
研
究
者
が
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
に
転
職
し
て
い
る
と
き
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
者
が
試
験
研
究
独
立
行
政

法
人
研
究
者
と
し
て
現
在
所
属
す
る
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
が
当
該
特
許
発
明
又
は
発
明
に
係
る
特
許
権
又
は
特

許
を
受
け
る
権
利
を
承
継
し
た
と
き
は
、
当
該
現
在
所
属
す
る
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人

四

法
第
十
七
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

イ

そ
の
特
許
発
明
又
は
発
明
が
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者
が
し
た
職
務
発
明
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
許

発
明
又
は
発
明
に
係
る
特
許
権
又
は
特
許
を
受
け
る
権
利
を
承
継
し
た
当
該
公
設
試
験
研
究
機
関
を
設
置
す
る
者

ロ

そ
の
特
許
発
明
又
は
発
明
が
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者
、
大
学
等
研
究
者
、
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
研
究
者

又
は
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
が
し
た
職
務
発
明
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
公
設
試
験
研
究
機
関

研
究
者
が
当
該
公
設
試
験
研
究
機
関
以
外
の
公
設
試
験
研
究
機
関
に
、
又
は
当
該
大
学
等
研
究
者
、
試
験
研
究
独
立

行
政
法
人
研
究
者
若
し
く
は
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
が
公
設
試
験
研
究
機
関
に
転
職
し
て
い
る
と
き

で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
者
が
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者
と
し
て
現
在
所
属
す
る
公
設
試
験
研
究
機
関
が
当
該
特
許



発
明
又
は
発
明
に
係
る
特
許
権
又
は
特
許
を
受
け
る
権
利
を
承
継
し
た
と
き
は
、
当
該
現
在
所
属
す
る
公
設
試
験
研

究
機
関
を
設
置
す
る
者

ハ

そ
の
特
許
発
明
又
は
発
明
が
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者
と
当
該
者
以
外
の
者
と
の
共
同
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ

る
場
合
（
当
該
特
許
発
明
又
は
発
明
が
当
該
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者
に
つ
い
て
職
務
発
明
で
あ
る
場
合
に
限
る

。
）
に
お
い
て
、
当
該
特
許
発
明
又
は
発
明
に
係
る
特
許
権
又
は
特
許
を
受
け
る
権
利
を
承
継
し
た
当
該
公
設
試
験

研
究
機
関
を
設
置
す
る
者

ニ

そ
の
特
許
発
明
又
は
発
明
が
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者
、
大
学
等
研
究
者
、
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
研
究
者

又
は
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
と
当
該
者
以
外
の
者
と
の
共
同
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
（
当
該

特
許
発
明
又
は
発
明
が
当
該
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者
、
大
学
等
研
究
者
、
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
研
究
者
又

は
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
に
つ
い
て
職
務
発
明
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
当
該
公
設
試

験
研
究
機
関
研
究
者
が
当
該
公
設
試
験
研
究
機
関
以
外
の
公
設
試
験
研
究
機
関
に
、
又
は
当
該
大
学
等
研
究
者
、
試

験
研
究
独
立
行
政
法
人
研
究
者
若
し
く
は
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
が
公
設
試
験
研
究
機
関
に
転
職
し

て
い
る
と
き
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
者
が
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者
と
し
て
現
在
所
属
す
る
公
設
試
験
研
究
機
関



が
当
該
特
許
発
明
又
は
発
明
に
係
る
特
許
権
又
は
特
許
を
受
け
る
権
利
を
承
継
し
た
と
き
は
、
当
該
現
在
所
属
す
る

公
設
試
験
研
究
機
関
を
設
置
す
る
者

ホ

そ
の
特
許
発
明
又
は
発
明
と
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者
が
し
た
職
務
発
明
と
の
間
に
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る

密
接
な
関
係
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
許
発
明
又
は
発
明
に
係
る
特
許
権
又
は
特
許
を
受
け
る
権
利
を
承
継

し
た
当
該
公
設
試
験
研
究
機
関
を
設
置
す
る
者

ヘ

そ
の
特
許
発
明
又
は
発
明
と
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者
、
大
学
等
研
究
者
、
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
研
究
者

又
は
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
が
し
た
職
務
発
明
と
の
間
に
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
密
接
な
関
係
が

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者
が
当
該
公
設
試
験
研
究
機
関
以
外
の
公
設
試
験
研
究
機
関

に
、
又
は
当
該
大
学
等
研
究
者
、
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
研
究
者
若
し
く
は
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究

者
が
公
設
試
験
研
究
機
関
に
転
職
し
て
い
る
と
き
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
者
が
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者
と
し
て

現
在
所
属
す
る
公
設
試
験
研
究
機
関
が
当
該
特
許
発
明
又
は
発
明
に
係
る
特
許
権
又
は
特
許
を
受
け
る
権
利
を
承
継

し
た
と
き
は
、
当
該
現
在
所
属
す
る
公
設
試
験
研
究
機
関
を
設
置
す
る
者

五

法
第
十
七
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者



イ

そ
の
特
許
発
明
又
は
発
明
が
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
が
し
た
職
務
発
明
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

当
該
特
許
発
明
又
は
発
明
に
係
る
特
許
権
又
は
特
許
を
受
け
る
権
利
を
承
継
し
た
当
該
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法

人
ロ

そ
の
特
許
発
明
又
は
発
明
が
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
、
大
学
等
研
究
者
、
試
験
研
究
独
立
行
政
法

人
研
究
者
又
は
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者
が
し
た
職
務
発
明
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
試
験
研
究
地
方
独
立

行
政
法
人
研
究
者
が
当
該
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
以
外
の
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
に
、
又
は
当
該
大

学
等
研
究
者
、
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
研
究
者
若
し
く
は
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者
が
試
験
研
究
地
方
独
立
行

政
法
人
に
転
職
し
て
い
る
と
き
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
者
が
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
と
し
て
現
在
所

属
す
る
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
が
当
該
特
許
発
明
又
は
発
明
に
係
る
特
許
権
又
は
特
許
を
受
け
る
権
利
を
承

継
し
た
と
き
は
、
当
該
現
在
所
属
す
る
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人

ハ

そ
の
特
許
発
明
又
は
発
明
が
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
と
当
該
者
以
外
の
者
と
の
共
同
で
行
わ
れ
た

も
の
で
あ
る
場
合
（
当
該
特
許
発
明
又
は
発
明
が
当
該
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
に
つ
い
て
職
務
発
明

で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
当
該
特
許
発
明
又
は
発
明
に
係
る
特
許
権
又
は
特
許
を
受
け
る
権
利
を
承
継



し
た
当
該
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人

ニ

そ
の
特
許
発
明
又
は
発
明
が
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
、
大
学
等
研
究
者
、
試
験
研
究
独
立
行
政
法

人
研
究
者
又
は
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者
と
当
該
者
以
外
の
者
と
の
共
同
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
（
当
該

特
許
発
明
又
は
発
明
が
当
該
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
、
大
学
等
研
究
者
、
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人

研
究
者
又
は
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者
に
つ
い
て
職
務
発
明
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
当
該
試
験
研

究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
が
当
該
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
以
外
の
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
に
、

又
は
当
該
大
学
等
研
究
者
、
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
研
究
者
若
し
く
は
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者
が
試
験
研
究

地
方
独
立
行
政
法
人
に
転
職
し
て
い
る
と
き
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
者
が
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
と

し
て
現
在
所
属
す
る
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
が
当
該
特
許
発
明
又
は
発
明
に
係
る
特
許
権
又
は
特
許
を
受
け

る
権
利
を
承
継
し
た
と
き
は
、
当
該
現
在
所
属
す
る
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人

ホ

そ
の
特
許
発
明
又
は
発
明
と
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
が
し
た
職
務
発
明
と
の
間
に
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
密
接
な
関
係
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
許
発
明
又
は
発
明
に
係
る
特
許
権
又
は
特
許
を
受
け
る
権

利
を
承
継
し
た
当
該
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人



ヘ

そ
の
特
許
発
明
又
は
発
明
と
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
、
大
学
等
研
究
者
、
試
験
研
究
独
立
行
政
法

人
研
究
者
又
は
公
設
試
験
研
究
機
関
研
究
者
が
し
た
職
務
発
明
と
の
間
に
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
密
接
な
関
係
が

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
が
当
該
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
以
外
の

試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
に
、
又
は
当
該
大
学
等
研
究
者
、
試
験
研
究
独
立
行
政
法
人
研
究
者
若
し
く
は
公
設

試
験
研
究
機
関
研
究
者
が
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
に
転
職
し
て
い
る
と
き
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
者
が
試
験

研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
研
究
者
と
し
て
現
在
所
属
す
る
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政
法
人
が
当
該
特
許
発
明
又
は
発

明
に
係
る
特
許
権
又
は
特
許
を
受
け
る
権
利
を
承
継
し
た
と
き
は
、
当
該
現
在
所
属
す
る
試
験
研
究
地
方
独
立
行
政

法
人

第
二
条
中
「
第
三
年
」
を
「
第
十
年
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
第
十
七
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
第
三
号
中
「
法
第
十
七
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
者
」
を
「
第
一
条
の
二
第
一
号
、
第
二
号
イ
か
ら
ヘ
ま

で
、
第
三
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
、
第
四
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
又
は
第
五
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
規
定
す
る
者
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
法
第
十
七
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
が
前
項
の
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
申
請
に
係
る
発
明
が
職



務
発
明
で
あ
る
」
を
「
前
項
の
申
請
書
に
は
、
第
一
条
の
二
第
一
号
、
第
二
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
、
第
三
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
、

第
四
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
又
は
第
五
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
規
定
す
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
か

ら
第
十
二
項
ま
で
を
削
る
。

第
六
条
中
「
次
の
と
お
り
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
」
に
改
め
、
同
条
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
三
百
人
（
小
売
業
に
属
す
る
事
業
を
主
た
る
事
業
と
し
て
営
む
者
に
つ
い
て
は
五
十

人
、
卸
売
業
又
は
サ
ー
ビ
ス
業
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
、
情
報
処
理
サ
ー
ビ
ス
業
及
び
旅
館
業
を
除
く
。
）
に
属
す
る
事

業
を
主
た
る
事
業
と
し
て
営
む
者
に
つ
い
て
は
百
人
、
旅
館
業
に
属
す
る
事
業
を
主
た
る
事
業
と
し
て
営
む
者
に
つ
い

て
は
二
百
人
、
ゴ
ム
製
品
製
造
業
（
自
動
車
又
は
航
空
機
用
タ
イ
ヤ
及
び
チ
ュ
ー
ブ
製
造
業
並
び
に
工
業
用
ベ
ル
ト
製

造
業
を
除
く
。
）
に
属
す
る
事
業
を
主
た
る
事
業
と
し
て
営
む
者
に
つ
い
て
は
九
百
人
）
以
下
の
個
人
（
以
下
こ
の
号

及
び
第
三
号
に
お
い
て
「
中
小
事
業
主
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
次
条
第
一
項
又
は
第
九
条
第
一
項
の
申
請
書
を
提

出
す
る
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
書
提
出
日
」
と
い
う
。
）
の
属
す
る
年
の
前
年
（
申
請
書
提
出
日
の
属
す

る
月
が
一
月
か
ら
三
月
ま
で
で
あ
る
場
合
に
は
、
前
々
年
）
に
お
い
て
試
験
研
究
費
等
比
率
（
一
年
間
に
お
け
る
試
験

研
究
費
及
び
開
発
費
（
所
得
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
九
十
六
号
）
第
七
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
開



発
費
及
び
新
た
な
事
業
の
開
始
の
た
め
に
特
別
に
支
出
す
る
費
用
を
い
う
。
）
の
合
計
額
の
事
業
所
得
に
係
る
総
収
入

金
額
に
対
す
る
割
合
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
百
分
の
三
を
超
え
る
も
の
（
申
請
書
提
出
日
に
お

い
て
事
業
を
開
始
し
た
日
以
後
二
十
七
月
を
経
過
し
て
い
な
い
中
小
事
業
主
の
う
ち
試
験
研
究
費
等
比
率
を
算
定
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
あ
っ
て
は
、
常
勤
の
研
究
者
の
数
が
二
人
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
研
究
者
の
数
の
事
業

主
及
び
従
業
員
の
数
の
合
計
に
対
す
る
割
合
が
十
分
の
一
以
上
で
あ
る
も
の
）

二

資
本
金
の
額
若
し
く
は
出
資
の
総
額
が
三
億
円
（
小
売
業
又
は
サ
ー
ビ
ス
業
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
及
び
情
報
処
理
サ

ー
ビ
ス
業
を
除
く
。
）
に
属
す
る
事
業
を
主
た
る
事
業
と
し
て
営
む
者
に
つ
い
て
は
五
千
万
円
、
卸
売
業
に
属
す
る
事

業
を
主
た
る
事
業
と
し
て
営
む
者
に
つ
い
て
は
一
億
円
）
以
下
の
会
社
又
は
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
三
百
人
（

小
売
業
に
属
す
る
事
業
を
主
た
る
事
業
と
し
て
営
む
者
に
つ
い
て
は
五
十
人
、
卸
売
業
又
は
サ
ー
ビ
ス
業
（
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
業
、
情
報
処
理
サ
ー
ビ
ス
業
及
び
旅
館
業
を
除
く
。
）
に
属
す
る
事
業
を
主
た
る
事
業
と
し
て
営
む
者
に
つ
い
て

は
百
人
、
旅
館
業
に
属
す
る
事
業
を
主
た
る
事
業
と
し
て
営
む
者
に
つ
い
て
は
二
百
人
、
ゴ
ム
製
品
製
造
業
（
自
動
車

又
は
航
空
機
用
タ
イ
ヤ
及
び
チ
ュ
ー
ブ
製
造
業
並
び
に
工
業
用
ベ
ル
ト
製
造
業
を
除
く
。
）
に
属
す
る
事
業
を
主
た
る

事
業
と
し
て
営
む
者
に
つ
い
て
は
九
百
人
）
以
下
の
会
社
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「
特
定
会
社
」
と
い
う



。
）
で
あ
っ
て
、
申
請
書
提
出
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
（
申
請
書
提
出
日
が
前
事
業
年
度
経
過
後
二
月

以
内
で
あ
る
場
合
に
は
、
前
々
事
業
年
度
）
に
お
い
て
試
験
研
究
費
等
比
率
が
百
分
の
三
を
超
え
る
も
の
（
申
請
書
提

出
日
に
お
い
て
設
立
の
日
以
後
二
十
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
特
定
会
社
の
う
ち
試
験
研
究
費
等
比
率
を
算
定
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
に
あ
っ
て
は
、
常
勤
の
研
究
者
の
数
が
二
人
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
研
究
者
の
数
の
常
勤
の

役
員
及
び
従
業
員
の
数
の
合
計
に
対
す
る
割
合
が
十
分
の
一
以
上
で
あ
る
も
の
）

三

事
業
協
同
組
合
等
（
事
業
協
同
組
合
、
事
業
協
同
小
組
合
、
協
同
組
合
連
合
会
、
企
業
組
合
、
協
業
組
合
、
商
工
組

合
及
び
商
工
組
合
連
合
会
並
び
に
技
術
研
究
組
合
（
直
接
又
は
間
接
の
構
成
員
の
三
分
の
二
以
上
が
中
小
事
業
主
、
特

定
会
社
、
企
業
組
合
又
は
協
業
組
合
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て

、
申
請
書
提
出
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
（
申
請
書
提
出
日
が
前
事
業
年
度
経
過
後
二
月
以
内
で
あ
る
場

合
に
は
、
前
々
事
業
年
度
）
に
お
い
て
試
験
研
究
費
等
比
率
が
百
分
の
三
を
超
え
る
も
の
（
申
請
書
提
出
日
に
お
い
て

設
立
の
日
以
後
二
十
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
事
業
協
同
組
合
等
の
う
ち
試
験
研
究
費
等
比
率
を
算
定
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
に
あ
っ
て
は
、
常
勤
の
研
究
者
の
数
が
二
人
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
研
究
者
の
数
の
常
勤
の
役
員
及

び
従
業
員
の
数
の
合
計
に
対
す
る
割
合
が
十
分
の
一
以
上
で
あ
る
も
の
）



四

そ
の
特
許
発
明
又
は
発
明
が
中
小
企
業
の
新
た
な
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
十
八
号

）
第
二
条
第
九
項
に
規
定
す
る
特
定
補
助
金
等
を
交
付
さ
れ
た
新
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発
の
事
業
の
成
果
に
係
る
も

の
（
当
該
事
業
の
終
了
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
以
内
に
出
願
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当

該
特
定
補
助
金
等
を
交
付
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
特
定
中
小
企
業
者

五

そ
の
特
許
発
明
又
は
発
明
が
中
小
企
業
の
新
た
な
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
承

認
経
営
革
新
計
画
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
経
営
革
新
（
同
法
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
経
営
革
新
を
い
う
。
）
の
た
め

の
事
業
（
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
成
果
に
係
る
も
の
（
当
該
承
認
経
営
革
新
計
画
の
終

了
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
以
内
に
出
願
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
又
は
そ
の
成
果
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る

も
の
と
し
て
当
該
承
認
経
営
革
新
計
画
に
従
っ
て
承
継
し
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
経
営
革
新
の
た
め
の

事
業
を
行
う
同
法
第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
中
小
企
業
者

六

そ
の
特
許
発
明
又
は
発
明
が
中
小
企
業
の
新
た
な
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る

認
定
異
分
野
連
携
新
事
業
分
野
開
拓
計
画
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
異
分
野
連
携
新
事
業
分
野
開
拓
（
同
法
第
二
条
第
七
項

に
規
定
す
る
異
分
野
連
携
新
事
業
分
野
開
拓
を
い
う
。
）
に
係
る
事
業
（
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発
に
係
る
も
の
に
限



る
。
）
の
成
果
に
係
る
も
の
（
当
該
認
定
異
分
野
連
携
新
事
業
分
野
開
拓
計
画
の
終
了
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
以
内

に
出
願
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
又
は
そ
の
成
果
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
も
の
と
し
て
当
該
認
定
異
分
野
連

携
新
事
業
分
野
開
拓
計
画
に
従
っ
て
承
継
し
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
異
分
野
連
携
新
事
業
分
野
開
拓
に

係
る
事
業
を
行
う
同
法
第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
中
小
企
業
者

第
七
条
第
一
項
第
二
号
中
「
番
号
」
の
下
に
「
又
は
当
該
特
許
番
号
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
四
号
を

同
項
第
三
号
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
が
」
及
び
「
を
提
出
す
る
場
合
」
を
削
り

、
「
前
条
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
」
を
「
前
条
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
る
。

第
八
条
中
「
第
三
年
」
を
「
第
十
年
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
十
八
条
第
二
項
第
一
号
に

掲
げ
る
者
が
」
及
び
「
を
提
出
す
る
場
合
」
を
削
り
、
「
第
六
条
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
」
を
「
第
六
条
各
号
」
に
改
め
、

同
条
第
三
項
を
削
る
。

第
十
一
条
第
三
項
第
二
号
中
「
第
四
条
第
一
項
」
を
「
（
平
成
十
年
法
律
第
五
十
二
号
）
第
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
弁
理
士
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）



第
十
五
条

弁
理
士
法
施
行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
三
百
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
十
一
号
を
削
り
、
同
条
第
十
二
号
を
同
条
第
十
一
号
と
し
、
同
条
第
十
三
号
中
「
前
三
号
」
を
「
前
二
号
」
に

改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
二
号
と
し
、
同
条
第
十
四
号
中
「
第
十
号
か
ら
前
号
ま
で
」
を
「
前
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同

条
第
十
三
号
と
し
、
同
条
第
十
五
号
を
同
条
第
十
四
号
と
し
、
同
条
第
十
六
号
中
「
第
十
三
号
」
を
「
第
十
二
号
」
に
改
め

、
同
号
を
同
条
第
十
五
号
と
し
、
同
条
第
十
七
号
を
同
条
第
十
六
号
と
す
る
。

第
八
条
第
一
項
第
六
号
中
「
書
換
」
を
「
書
換
え
」
に
改
め
、
同
項
第
十
号
中
「
第
十
四
号
」
を
「
第
十
三
号
」
に
改
め

る
。

（
中
小
企
業
の
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
の
高
度
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

中
小
企
業
の
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
の
高
度
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
二
百
十
二
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
も
の
」
を
「
特
許
発
明
又
は
当
該
特
許
発
明
を
実
施
す
る
た
め
に
認
定
計
画
に
従
っ
て
承
継
し
た
特

許
権
若
し
く
は
特
許
を
受
け
る
権
利
に
係
る
特
許
発
明
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
三
号
と

し
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
「
特
許
法
」
の



下
に
「
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
」
を
加
え
、
「
第
六
年
」
を
「
第
十
年
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項

と
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
も
の
」
を
「
発
明
又
は
当
該
発
明
を
実
施
す
る
た
め
に
認
定
計
画
に
従
っ
て
承
継
し
た
特
許
を
受
け

る
権
利
に
係
る
発
明
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条

第
三
項
中
「
前
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

（
特
定
通
常
実
施
権
登
録
令
の
廃
止
）

第
十
七
条

特
定
通
常
実
施
権
登
録
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
百
三
十
三
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

（
産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関
す
る
特
別
措
置
法
関
係
手
数
料
令
の
廃
止
）

第
十
八
条

産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関
す
る
特
別
措
置
法
関
係
手
数
料
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
二
百
四

十
三
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
三
第
十
二
項
第
一
号
ロ
及
び
第
二
十
七
条
の
四
第
八
項
第
一
号
ロ
中
「
第
十
七
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
十



七
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

（
登
録
免
許
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

登
録
免
許
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
の
二
を
削
り
、
第
十
条
の
三
を
第
十
条
の
二
と
す
る
。

第
三
十
条
中
「
第
十
六
条
第
八
号
又
は
第
九
号
」
を
「
第
十
六
条
第
六
号
」
に
改
め
、
「
又
は
仮
通
常
実
施
権
」
を
削
る
。

第
二
章

経
過
措
置

（
施
行
日
前
の
特
許
権
に
つ
い
て
の
通
常
実
施
権
又
は
仮
通
常
実
施
権
に
関
す
る
登
録
の
申
請
等
に
係
る
経
過
措
置
）

第
二
十
一
条

特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
平
成
二
十
三
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
以
下
「

施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
さ
れ
た
平
成
二
十
三
年
改
正
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
許
法
（
昭
和
三
十
四
年
法

律
第
百
二
十
一
号
。
次
項
に
お
い
て
「
旧
特
許
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
七
条
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る

事
項
（
通
常
実
施
権
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
（
仮
通
常
実
施
権
に
係
る
部
分
に
限
る
。

）
の
申
請
、
嘱
託
又
は
命
令
に
よ
る
登
録
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

施
行
日
前
に
旧
特
許
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
（
通
常
実
施
権
に
係
る
部
分
に
限



る
。
）
又
は
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
（
仮
通
常
実
施
権
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
登
録
の
原
因
が
発
生
し
た
職
権
に

よ
る
登
録
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
施
行
日
前
の
実
用
新
案
権
に
つ
い
て
の
通
常
実
施
権
に
関
す
る
登
録
の
申
請
等
に
係
る
経
過
措
置
）

第
二
十
二
条

施
行
日
前
に
さ
れ
た
平
成
二
十
三
年
改
正
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
実
用
新
案
法
（
昭
和
三
十
四
年

法
律
第
百
二
十
三
号
。
次
項
に
お
い
て
「
旧
実
用
新
案
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
九
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ

る
事
項
（
通
常
実
施
権
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
申
請
、
嘱
託
又
は
命
令
に
よ
る
登
録
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

２

施
行
日
前
に
旧
実
用
新
案
法
第
四
十
九
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
（
通
常
実
施
権
に
係
る
部
分
に
限

る
。
）
の
登
録
の
原
因
が
発
生
し
た
職
権
に
よ
る
登
録
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
施
行
日
前
の
意
匠
権
に
つ
い
て
の
通
常
実
施
権
に
関
す
る
登
録
の
申
請
等
に
係
る
経
過
措
置
）

第
二
十
三
条

施
行
日
前
に
さ
れ
た
平
成
二
十
三
年
改
正
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
意
匠
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律

第
百
二
十
五
号
。
次
項
に
お
い
て
「
旧
意
匠
法
」
と
い
う
。
）
第
六
十
一
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
（

通
常
実
施
権
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
申
請
、
嘱
託
又
は
命
令
に
よ
る
登
録
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



２

施
行
日
前
に
旧
意
匠
法
第
六
十
一
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
（
通
常
実
施
権
に
係
る
部
分
に
限
る
。

）
の
登
録
の
原
因
が
発
生
し
た
職
権
に
よ
る
登
録
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
施
行
日
前
の
特
定
通
常
実
施
権
登
録
の
申
請
等
に
係
る
経
過
措
置
）

第
二
十
四
条

施
行
日
前
に
さ
れ
た
平
成
二
十
三
年
改
正
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活

動
の
革
新
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
一
号
。
以
下
「
旧
産
活
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
九
条
第

三
項
に
規
定
す
る
特
定
通
常
実
施
権
登
録
（
次
項
に
お
い
て
「
特
定
通
常
実
施
権
登
録
」
と
い
う
。
）
の
申
請
又
は
嘱
託
に

よ
る
登
録
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

施
行
日
前
に
特
定
通
常
実
施
権
登
録
の
原
因
が
発
生
し
た
職
権
に
よ
る
登
録
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

平
成
二
十
三
年
改
正
法
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
旧
産
活
法
第
五
十
九
条
第
一
項
の
特
定
通
常
実
施
権
登
録
簿
（
前
二
項

の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
登
録
が
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
登
録
後
の
特
定
通
常
実
施
権
登
録
簿
）
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
特
定
通
常
実
施
権
登
録
簿
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
の
閲
覧

若
し
く
は
謄
写
又
は
当
該
事
項
に
係
る
旧
産
活
法
第
六
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
開
示
事
項
証
明
書
、
同
条
第
二
項
に
規



定
す
る
登
録
事
項
概
要
証
明
書
若
し
く
は
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
登
録
事
項
証
明
書
の
交
付
の
請
求
に
係
る
手
数
料
に
つ

い
て
は
、
旧
産
活
法
第
六
十
九
条
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
三
年
改
正
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
特
許
法
等
関
係
手
数
料
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
許
法
等
関
係
手
数
料
令
第
一
条
第
二
項
の
表
第
十
三
号
の
規
定
は
、
施
行
日
以

後
に
請
求
さ
れ
る
特
許
無
効
審
判
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
請
求
さ
れ
た
特
許
無
効
審
判
に
係
る
手

数
料
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
許
法
等
関
係
手
数
料
令
第
一
条
第
二
項
の
表
第
十
三
号
の
規
定
は

、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す

る
政
令
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
令
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前



の
特
許
法
等
関
係
手
数
料
令
第
二
条
第
二
項
の
表
第
九
号
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
請
求
さ
れ
る
平
成
二
十
三
年
改
正
法

附
則
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
五
年
法
律
第
二
十
六
号
）
附
則
第
四

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
実
用
新
案
法
第

三
十
七
条
第
一
項
又
は
第
四
十
八
条
の
十
二
第
一
項
の
審
判
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
請
求
さ
れ
た

平
成
二
十
三
年
改
正
法
附
則
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
四
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
実
用
新
案
法
第
三
十
七
条

第
一
項
又
は
第
四
十
八
条
の
十
二
第
一
項
の
審
判
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
許

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お

そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
令
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
許
法
等
関
係
手
数
料
令
第
二
条
第
二
項
の
表

第
九
号
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関
す
る
特
別
措
置
法
関
係
手
数
料
令
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

第
二
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
産
活
法
第
六
十
九
条
に
規
定
す
る

手
数
料
に
つ
い
て
は
、
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関
す
る
特
別
措
置



法
関
係
手
数
料
令
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。


